
内
容
見
本

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
編

第
八
輯

平
安
古
記
録
全
十
一
冊

墨
朱
濃
淡
・
料
紙
の
質
感
等

原
本
の
様
態
を
精
緻
に
再
現

【
高
精
細
カ
ラ
ー
版
】
原
本
を
体
感

平
安
貴
族
が
書
き
継
い
だ
克
明
な
日
記
を

手
に
と
っ
て
調
査
・
鑑
賞
す
る

【
所
収
書
目
】
全
五
点

小
右
記
平
安
末
鎌
倉
初
期
写
三
十
七
巻
〈
重
要
文
化
財
〉

水
左
記
平
安
後
期
自
筆
二
巻
〈
国
宝
〉・
室
町
写
一
冊

台
　
　
記
〔
宇
槐
記
抄　
室
町
写
三
冊

　
　
　
　
　

宇
槐
雑
抄　
室
町
写
一
冊

　
　
　
　
　

台
記
抄　
室
町
写
一
冊
〕

【
編
集
委
員
】
加
藤
友
康
・
尾
上
陽
介

SONKEIKAKU ZENPON EIINSHUSEI 
HEIAN KOKIROKU
A Facsimile series of important classics in the 
Sonkeikakubunko.
The books written in the 10-12th century 
HEIAN Authorities diary.



尊
経
閣
文
庫
に
つ
い
て

前
田
育
徳
会

尊
経
閣
文
庫
理
事
長

　

平
安
時
代
史
の
研
究
は
、「
古
記
録
」
と
呼
ば
れ
る
平
安
貴

族
た
ち
が
残
し
た
日
記
の
分
析
・
研
究
を
措
い
て
は
成
り
立
ち

が
た
い
。
平
安
時
代
の
政
務
や
儀
式
、
ま
た
文
化
や
社
会
の
構

造
の
実
態
を
解
明
し
、
平
安
貴
族
の
行
動
様
式
を
解
析
す
る
と

き
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
、
貴
族
社
会
の
実
態
を
記
し
た
貴

重
な
史
料
と
い
え
る
。
文
字
に
よ
っ
て
記
さ
れ
情
報
伝
達
の
機

能
を
も
っ
た
文
献
史
料
の
う
ち
、
特
定
の
発
信
者
と
受
信
者
と

の
間
に
意
思
の
伝
達
を
行
な
う
目
的
の
古
文
書
や
、
特
定
の
意

図
を
も
っ
て
不
特
定
多
数
に
対
し
て
情
報
の
伝
達
を
行
な
う
著

作
物
と
は
異
な
り
、
日
記
は
公
私
を
問
わ
ず
後
世
へ
の
情
報
の

伝
達
と
い
う
要
素
は
あ
る
も
の
の
、
原
則
と
し
て
自
己
の
備
忘

の
た
め
に
日
々
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

日
記
は
、
公
的
な
日
記
と
私
的
な
日
記
に
大
別
で
き
る
。
公

的
な
日
記
と
は
官
人
の
職
務
に
伴
っ
て
記
録
さ
れ
る
も
の
で
、

「
外げ

記き

日
記
」
や
「
殿て

ん

上じ
ょ
う

日
記
」
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
私
的
な
日
記
を
記
す
こ
と
は
、
九
世
紀
以
降
、
天
皇
や

貴
族
層
の
間
で
も
盛
ん
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

貴
族
の
日
記
に
記
載
さ
れ
た
内
容
は
、
主
と
し
て
公
事
で
あ
る

宮
廷
の
政
務
・
儀
式
の
記
録
で
あ
っ
て
、
彼
ら
が
の
ち
の
ち
の

参
考
と
す
る
た
め
に
記
録
し
た
と
い
う
性
格
が
強
い
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
第
八
輯
に
収
録
す
る
『
小
し
ょ
う

右ゆ
う

記き

』
の
よ
う

に
六
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
書
き
継
が
れ
た
日
記
も
あ
っ
た
。

　

日
記
は
政
務
・
儀
式
に
参
画
す
る
記
主
の
視
点
か
ら
記
述
さ

れ
る
と
い
う
限
界
を
も
つ
が
、
そ
れ
以
上
に
出
来
事
の
推
移
を

明
ら
か
に
し
、
そ
の
全
体
像
を
理
解
で
き
る
こ
と
が
長
所
で
あ

る
。『
小
右
記
』
の
記
主
藤
原
実さ
ね

資す
け

は
、
上し

ょ
う

卿け
い

と
し
て
の
職
掌

と
か
か
わ
っ
て
陣じ
ん
の

定さ
だ
め

に
参
加
し
た
公
卿
た
ち
の
発
言
や
定さ

だ
め

文ぶ
み

を
書
き
記
し
、
太だ

政じ
ょ
う

官か
ん

符ぷ

発
給
の
宣
者
と
な
っ
た
こ
と
に

よ
っ
て
そ
れ
を
書
き
残
し
て
お
り
、
の
ち
の
利
用
を
想
定
し
情

報
を
保
存
し
て
い
く
意
欲
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
保
存
さ
れ

た
情
報
は
子
孫
へ
と
伝
領
さ
れ
、
彼
ら
も
そ
れ
を
利
用
し
て
い

た
。
藤
原
道
長
の
『
御み

堂ど
う

関か
ん

白ぱ
く

記き

』
自
筆
本
の
検
証
か
ら
、
利

用
の
利
便
性
の
た
め
後
世
折
本
状
に
さ
れ
そ
の
後
現
状
の
巻
子

状
に
改
め
ら
れ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事

例
に
と
ど
ま
ら
ず
自
筆
本
は
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
も
た
ら
し
て

く
れ
る
。「
家
記
」
と
し
て
日
記
が
伝
領
さ
れ
、
そ
れ
を
伝
え

る
「
日
記
の
家
」
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
一
方
で
、
日
記
の
写
本

が
作
成
さ
れ
貴
族
社
会
に
流
布
し
た
こ
と
は
、
時
代
と
と
も
に

先
例
と
し
て
日
記
に
引
か
れ
る
日
記
の
種
類
・
数
量
が
拡
大
し

て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
は
ま
た
日

記
そ
の
も
の
の
貸
借
や
書
写
抄
出
に
よ
る
情
報
提
供
な
ど
を
通

じ
た
貴
族
社
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
分
析
す
る
有
効
な
素
材
と

も
な
る
。

　

一
九
七
〇
年
代
ま
で
は
「
特
殊
な
研
究
分
野
」
と
さ
れ
て
き

た
日
記
研
究
の
近
年
に
お
け
る
展
開
は
、『
史
料
大
成
』
に
加

え
て
『
大
日
本
古
記
録
』『
史
料
纂
集
』
な
ど
の
翻
刻
史
料
集

の
刊
行
の
進
捗
や
、
影
印
本
の
刊
行
、
逸
文
の
収
集
な
ど
、
研

究
環
境
の
整
備
が
そ
の
基
礎
に
あ
る
。
今
回
影
印
刊
行
さ
れ
る

『
小
右
記
』『
水す
い

左さ

記き

』『
台た

い

記き

』（『
宇う

槐か
い

記き

抄し
ょ
う』『
宇う

槐か
い

雑ざ
っ

抄し
ょ
う』『
台た
い

記き

抄し
ょ
う』）
は
い
ず
れ
も
日
記
の
あ
り
方
の
諸
類
型
を
示
す
良
質
で

貴
重
な
史
料
で
あ
る
。『
小
右
記
』
は
自
筆
本
が
存
在
し
な
い

な
か
で
も
っ
と
も
古
い
写
本
の
一
つ
で
あ
り
、
写
本
作
成
段
階

で
の
朱
書
に
よ
る
見
出
し
・
誤
写
の
校
訂
・
傍
注
を
高
精
細
カ

ラ
ー
印
刷
に
よ
っ
て
鮮
明
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ま
た
具
注
暦
に
記
さ
れ
た
源
俊と
し

房ふ
さ

の
『
水
左
記
』
自
筆
本

か
ら
は
多
様
な
書
き
入
れ
の
形
態
も
知
る
こ
と
が
で
き
、
新
し

い
歴
史
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
儀
式
の
詳
細

な
記
録
を
書
き
留
め
て
い
る
藤
原
頼よ
り

長な
が

の
『
台
記
』
の
室
町
期

の
抄
出
本
で
あ
る
『
台
記
抄
』
で
の
正
月
除
目
の
類
聚
を
は
じ

め
と
し
て
、
抄
出
本
に
よ
っ
て
本
記
の
欠
失
を
補
う
こ
と
が
で

き
る
も
の
も
あ
る
。
今
回
の
影
印
刊
行
は
平
安
時
代
日
記
研
究

の
よ
り
一
層
の
成
果
を
生
み
出
す
契
機
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

水左記

刊
行
の
辞　
　
　
　
　

�

石
田
寛
人

第
八
輯

平
安
古
記
録

｜
平
安
貴
族
の
日
記
を
読
む

｜

　

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
は
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
二
月

二
十
六
日
に
、
前
田
家
第
十
六
代
御
当
主
で
あ
っ
た
前
田
利
為
侯
が

設
立
し
た
公
益
財
団
法
人
で
す
。
利
為
侯
は
大
正
十
二
年
の
関
東
大

震
災
に
よ
り
多
く
の
文
化
財
が
焼
失
し
た
こ
と
を
目
の
当
た
り
に
し

て
、
前
田
家
が
所
蔵
す
る
貴
重
な
文
化
財
を
後
世
に
確
実
に
伝
え
る

こ
と
を
意
図
し
て
財
団
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

当
初
財
団
の
目
的
は
、
加
賀
前
田
家
に
伝
来
す
る
貴
重
な
古
典
籍

を
原
装
複
製
し
て
研
究
機
関
等
に
広
く
無
償
頒
布
す
る
こ
と
に
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
『
尊
経
閣
叢
刊
』
が
刊
行
さ
れ
、
そ

の
数
は
大
正
十
五
年
六
月
の
『
古
語
拾
遺
』
か
ら
昭
和
二
十
七
年

（
一
九
五
二
）
七
月
の
『
建
治
三
年
記
』
ま
で
六
十
四
点
に
及
び
、
現

在
で
も
国
文
学
・
歴
史
学
な
ど
の
研
究
資
料
と
し
て
広
く
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
財
団
は
前
田
家
よ
り
所
蔵
文
化
財
の
寄
贈
を
受
け
、
そ
の

保
存
管
理
が
主
要
な
事
業
に
な
り
ま
し
た
が
、
平
成
に
入
っ
て
『
尊

経
閣
叢
刊
』
を
引
き
継
ぐ
複
製
刊
行
事
業
が
企
画
さ
れ
、
八
木
書
店

の
御
協
力
を
得
て
、『
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
』
の
編
纂
刊
行
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
十
二
月
の
第
一
輯
第
一

冊
『
西
宮
記
』
の
刊
行
以
来
、
専
門
研
究
者
の
御
尽
力
を
賜
り
な
が

ら
、
全
七
輯
計
五
十
五
冊
が
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、『
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
』
第
八
輯
と
し
て
、
国
宝

『
水
左
記
』・
重
要
文
化
財
『
小
右
記
』
な
ど
、
財
団
が
所
蔵
す
る
平

安
古
記
録
を
十
一
冊
に
編
成
し
、
高
精
細
カ
ラ
ー
版
で
影
印
刊
行
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
奇
し
く
も
第
八
輯
刊
行
が
始
ま
る
平
成

二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
は
財
団
創
立
九
十
周
年
に
あ
た
り
、
そ
の

記
念
す
べ
き
年
に
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
版
と
し
て
装
い
を
新
た
に
し
た
事

業
が
開
始
で
き
る
こ
と
は
感
慨
深
い
も
の
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
第
八
輯
の
編
集
委
員
・
解
説
執
筆
を
お
引
き
受
け
下
さ

っ
た
加
藤
友
康
先
生
・
尾
上
陽
介
先
生
、
解
説
執
筆
を
御
快
諾
下
さ

っ
た
石
田
実
洋
先
生
、『
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
』
刊
行
の
継
続
に

御
理
解
・
御
協
力
下
さ
っ
た
八
木
書
店
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

「
尊
経
閣
文
庫
」
は
正
式
に
は
公
益
財
団
法
人
前
田
育
徳
会

の
通
称
で
あ
る
。前
田
育
徳
会
の
前
身
で
あ
る
育
徳
財
団
は
、

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
二
月
二
十
六
日
、
加
賀
前
田
家

第
十
六
代
当
主
前
田
利
為
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
。「
尊
経
閣

文
庫
」
は
、
収
蔵
品
の
中
核
と
も
い
う
べ
き
第
五
代
当
主
前

田
綱
紀
の
蔵
書
名
「
尊
経
閣
蔵
書
」
に
因
ん
で
名
付
け
ら
れ

た
と
さ
れ
る
。
文
庫
が
収
蔵
・
管
理
す
る
文
化
財
は
、
大
別

し
て
美
術
工
芸
品
・
典
籍
文
書
類
・
建
造
物
か
ら
成
り
、
そ

の
う
ち
国
指
定
文
化
財
は
、
国
宝
二
十
二
件
・
重
要
文
化
財

七
十
七
件
を
数
え
、
わ
が
国
の
特
殊
図
書
館
（
古
典
文
庫
）

の
中
で
は
質
量
と
も
に
群
を
抜
い
て
い
る
。
架
蔵
す
る
典
籍

文
書
類
は
、
国
書
約
七
千
五
百
部
、
漢
籍
約
四
千
百
部
、
文

書
約
二
千
五
百
点
を
数
え
、
一
定
条
件
の
も
と
で
研
究
者
の

閲
覧
に
供
し
て
い
る
。

     

（977）（985）       小 右 記　　　　（1032） （1040）

    権記 （991）                       　　  （1026）

  御堂関白記（998）                     （1021）

                   左経記（1009）                         （1039）

　　　　　　　　　　　     春記（1026）　　　　　　　　  （1055）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　              　 （1062）水左記（1084）                  （1108）                    

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  帥記（1065）　　　　　     （1089）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  江記（1065）                                          （1108）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　為房卿記（1070）　　　　　　　　　　　           （1114）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  時範記（1077）                  （1099）

                                                                                                                                  　　　    兵範記（1131） 　　　　　　　　　　   （1184）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 （1136）台記 （1155）　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

主な平安古記録の収録年表

明
治
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
特
任
教
授

加
藤
友
康

980　　　   1000　　　　1020　　　　1040　　　　1060　　　　1080　　　　 1100　　　　1020　　　　 1140　　　　 1160　  

尊経閣文庫本
尊経閣文庫本以外
主な古記録



�

一
二
二

甲
巻
四

　長
保
元
年

　十
月
二
十
五
日
・
二
十
七
日
―
三
十
日

◆
藤
原
氏
全
盛
期
の
平
安
中
期
の
基
本
史
料

【
第
56
冊
～
第
64
冊
（
全
9
冊
）】

第
１
回
～
第
4
回
・
第
７
回
～
第
11
回
配
本

小し
ょ
う

右ゆ
う

記き

〔
解
題
〕
加
藤
友
康
（
明
治
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
特
任
教
授
）

　

平
安
時
代
中
期
の
公
卿
、
藤
原
実
資
（
九
五
七
～
一
〇
四
六
）

の
日
記
。
著
者
の
出
自
と
政
治
的
位
置
と
に
伴
う
情
報
の
豊

か
さ
と
正
確
さ
、
そ
れ
を
記
録
す
る
意
欲
の
強
さ
と
表
現
能

力
の
高
さ
を
兼
備
し
、
貴
族
の
日
記
と
し
て
代
表
的
で
あ
る

だ
け
で
な
く
、
平
安
中
期
の
基
本
的
な
史
料
と
し
て
貴
重
。

政
治
・
儀
礼
・
社
会
・
家
族
・
宗
教
・
文
化
な
ど
の
実
態
を

知
る
最
高
の
史
料
。

　

尊
経
閣
文
庫
で
は
、
古
写
本
と
し
て
全
三
十
七
巻
を
所
蔵
。

本
史
料
の
自
筆
本
は
現
存
し
な
い
が
多
く
の
伝
本
が
あ
り
、

な
か
で
も
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
書
写
に
な
る
尊
経
閣
文
庫
所

蔵
本
は
伏
見
宮
家
旧
蔵
本
、
九
条
家
旧
蔵
本
（
と
も
に
宮
内
庁

書
陵
部
所
蔵
）
な
ど
と
並
ん
で
も
っ
と
も
古
く
、
質
・
量
と
も

に
極
め
て
優
れ
た
古
写
本
と
い
え
る
。

【A4 判横本】第 56 冊 小右記一〈第 1回配本〉

■
編
集
方
針

　

高
精
細
カ
ラ
ー
版

◆
尊
経
閣
文
庫
の
蔵
書
か
ら
、
主
に
日
本
語
・
日
本
文
学
、

日
本
史
に
関
す
る
資
料
的
価
値
の
高
い
善
本
を
選
択
し
、

高
精
細
カ
ラ
ー
版
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
に
よ
り
影
印
す
る
。

◆
本
集
成
は
公
益
財
団
法
人
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
が
責

任
編
集
を
行
い
、
収
録
書
目
の
内
容
等
に
よ
っ
て
数
輯
に

分
け
て
編
成
、
遂
次
刊
行
し
広
く
学
術
的
な
調
査
研
究
に

資
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

利
用
し
や
す
い
編
成
と
編
集

◆
第
八
輯
所
収
の
原
本
は
巻
子
及
び
冊
子
で
あ
る
が
、
判
型

は
利
用
の
便
・
可
読
性
を
考
慮
し
、
Ａ
４
判
横
本
を
採
用

し
た
。

◆
影
印
本
文
の
各
頁
に
は
書
名
・
巻
次
・
年
月
日
等
の
柱
を

掲
出
し
、
巻
子
本
の
紙
数
・
冊
子
本
の
丁
付
を
本
文
下
欄

に
表
示
し
、
利
用
の
便
を
図
る
。

　

解
説
は
す
べ
て
新
規
書
き
下
ろ
し

◆
各
冊
末
尾
に
、
収
録
し
た
原
本
に
つ
い
て
の
形
態
・
紙
数

等
の
概
要
、
ま
た
簡
明
に
し
て
正
確
な
記
述
を
主
眼
に
置

い
た
当
該
書
目
の
解
説
を
収
載
す
る
。
小
右
記
に
つ
い
て

は
、
各
冊
に
附
載
、
お
よ
び
原
本
の
法
量
を
掲
載
し
、
最

終
冊
に
解
説
を
収
載
す
る
。

◆
各
書
目
の
解
説
は
、
各
々
の
書
目
に
つ
い
て
専
門
的
知
見

を
有
す
る
加
藤
友
康
氏
（
明
治
大
学
）、
尾
上
陽
介
氏
（
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
）
を
編
集
委
員
・
解
説
執
筆
者
と
し
、

く
わ
え
て
、
石
田
実
洋
氏
（
宮
内
庁
書
陵
部
）
に
解
説
の

執
筆
を
依
頼
し
た
。

■
印
刷
・
造
本

　

高
精
度
の
カ
ラ
ー
撮
影

◆
刊
行
に
際
し
、
新
た
に
所
収
原
本
の
す
べ
て
に
つ
い
て
、

厳
密
な
カ
ラ
ー
撮
影
を
実
施
。

　

最
新
・
最
高
度
の
製
版

◆
最
新
の
高
精
細
製
版
仕
様
、
イ
ク
オ
ス
・
ス
ー
パ
ー
セ
ル

（
二
六
〇
線
）
を
採
用
。

　

厳
密
な
校
正
点
検

◆
色
校
正
は
、
原
本
と
照
合
点
検
の
上
、
そ
の
再
現
に
厳
密

を
期
す
。

　

厳
密
な
色
の
再
現

◆
影
印
本
文
は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
Ｕ
Ｖ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
高

精
細
カ
ラ
ー
印
刷
と
す
る
。

　

印
刷
立
会
い
に
よ
る
最
終
チ
ェ
ッ
ク

◆
印
刷
時
に
は
、小
社
編
集
担
当
者
が
立
会
い
、各
台
（
八
頁
）

刷
り
出
し
時
の
版
面
点
検
・
色
調
整
、
印
刷
時
の
抜
取
り

検
査
等
を
厳
格
に
行
い
、
精
巧
な
仕
上
が
り
を
期
す
。

　

技
術
的
研
鑽
を
重
ね
た
印
刷
所

◆
製
版
・
印
刷
は
、
本
集
成
を
は
じ
め
「
新
天
理
図
書
館
善

本
叢
書
」「
正
倉
院
古
文
書
影
印
集
成
」
等
で
技
術
的
な
研

鑽
を
重
ね
、
優
秀
な
実
績
を
積
ん
で
い
る
天
理
時
報
社
が

担
当
。

　

カ
ラ
ー
影
印
に
最
適
な
用
紙

◆
カ
ラ
ー
版
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
に
適
し
、
か
つ
原
本
の
風
合

い
を
生
か
せ
る
よ
う
、
光
沢
を
抑
え
た
高
級
微
塗
工
紙
（
中

性
紙
）
を
使
用
。

　

堅
牢
な
製
本

◆
糸
か
が
り
、
上
製
ク
ロ
ス
装
と
し
、
堅
牢
に
し
て
日
常
の

連
用
・
長
期
保
存
に
耐
え
る
製
本
と
す
る
。

三
十
七
巻

平
安
末
鎌
倉
初
期
写
〈
重
要
文
化
財
〉

藤原道長の除目への批判（『小右記』長和三年〔1014〕正月 17 日条）
道長による除目を「太汎愛」（とても平等な除目〔人事〕だ）と皮肉っており、

「乱代之極又極也、悲哉」（乱れた世の中の果ても果てだ。悲しいかな）と
憂えている。

道長の専横を非難する（『小右記』長保元年〔999〕10 月 28 日条）
藤原道長が、花山法皇や藤原公任ら公卿へ、入内した彰子のために屛風歌を献ずるよう命じた。その専横ぶりを、藤原実資が非難している。

尊経閣文庫での原本撮影
書籍版面でのトリミングを加味し、
１ページずつ新たにカラー撮影。

天理時報社（奈良県）での印刷立会い
担当編集者が刷り出しをチェック。

用紙・サイズ・色等、製品版と同様です高精細カラー版 印刷見本



◆
保
元
の
乱
の
謀
主
、
藤
原
頼
長
の
日
記

【
第
66
冊
】
第
6
回
配
本

台た
い

記き

　

１

宇う

槐か
い

記き

抄し
ょ
う　

室
町
期
写
三
冊

　

２

宇う

槐か
い

雑ざ
っ

抄し
ょ
う　

室
町
期
写
一
冊

　

３

台た
い
　
き
　
し
ょ
う

記

抄　
室
町
期
写
一
冊

〔
解
題
〕
尾
上
陽
介
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
教
授
）

　

平
安
時
代
末
期
の
公
卿
、
藤
原
頼よ

り

長な
が

（
一
一
二
〇
～
一
一
五
六
）
の
日

記
『
台
記
』
の
抄
出
本
。『
台
記
』
は
、
当
時
の
朝
儀
・
公
事
の
詳
細

を
記
す
ほ
か
、
鳥
羽
院
政
下
の
政
治
や
社
会
事
象
に
対
す
る
頼
長
独
特

の
判
断
が
積
極
的
に
語
ら
れ
て
お
り
、
保
元
の
乱
に
至
る
経
緯
を
探
る

第
一
級
の
史
料
で
あ
る
。

　

尊
経
閣
文
庫
に
は
『
台
記
抄
』
一
冊
・『
宇
槐
記
抄
』
三
冊
（
と
も
に

三
条
西
公
条
筆
）・『
宇
槐
雑
抄
』一
冊（
室
町
時
代
写
）な
ど
が
伝
わ
る
。『
台

記
』
の
自
筆
本
は
現
存
せ
ず
、
鎌
倉
時
代
の
古
写
本
や
江
戸
時
代
以
降

の
新
写
本
が
伝
わ
る
が
、
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
の
抄
出
本
は
こ
れ
ら
の
欠

誤
を
補
訂
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。

◆
二
番
目
に
古
い
自
筆
日
記

【
第
65
冊
】
第
5
回
配
本

水す
い

左さ

記き　

平
安
後
期
自
筆
二
巻
〈
国
宝
〉・
室
町
期
写
一
冊

〔
解
題
〕
石
田
実
洋
（
宮
内
庁
書
陵
部
編
修
課
主
任
研
究
官
）

　

平
安
時
代
後
期
の
公
卿
、
源
俊と

し

房ふ
さ

（
一
〇
三
五
～
一
一
二
一
）
の
日
記
。

他
に
記
録
の
少
な
い
、
摂
関
期
か
ら
院
政
期
へ
の
移
行
期
を
記
述
の
対

象
と
し
て
お
り
、
ま
た
、
藤
原
氏
の
日
記
で
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
記

事
（
薬
師
寺
最
勝
会
関
係
な
ど
）
を
有
す
る
な
ど
、
公
卿
に
ま
で
上
り
つ

め
た
源
氏
の
日
記
と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
。

　

現
存
諸
本
で
最
も
注
目
さ
れ
る
の
が
、
具
注
暦
に
自
筆
で
記
さ
れ

た
暦
記
八
巻
で
、
う
ち
二
巻
が
尊
経
閣
文
庫
の
所
蔵
（
他
の
六
巻
は
宮
内

庁
書
陵
部
所
蔵
）。
現
存
す
る
公
卿
の
自
筆
暦
記
と
し
て
は
、
藤
原
道
長

の
『
御
堂
関
白
記
』
に
つ
い
で
古
い
。
暦
記
は
、
記
載
ス
ペ
ー
ス
が
限

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
一
日
に
書
く
べ
き
こ
と
が
多
く
存
す
る
と
き
、
記

述
を
紙
背
に
続
け
る
（
裏
書
）、
あ
る
い
は
切
断
し
て
別
紙
を
挟
み
込
む

（
継つ
ぎ

入い
れ

紙が
み

）
と
い
っ
た
工
夫
が
な
さ
れ
る
が
、『
水
左
記
』
自
筆
暦
記
で

は
継
入
紙
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ず
、
夥
し
い
数
の
裏
書
が
存
す
る
点
が

特
徴
と
い
え
よ
う
。
他
に
古
写
本
は
少
な
く
、
抄
出
本
と
は
い
え
、
本

冊
所
収
の
三
条
西
家
旧
蔵
本
（
室
町
期
写
）
も
重
要
な
位
置
を
占
め
、
自

筆
暦
記
と
こ
の
抄
出
本
と
で
、
現
存
記
事
の
大
半
を
占
め
る
。

豊明節会における二条内裏陣座の指図
『宇槐雑抄』保延3年〔1137〕（11月16日条）

天養 2 年以降の記事の抜粋
『宇槐記抄』上・巻頭（天養 2 年〔1145〕正月記）

『宇槐記抄』

『水左記』抄出本

上　『水左記』承暦元年（1077）
　　9 月 3 日条～ 8 日条
左　同上・裏書 

上図赤線の示す 9 月 3 日～ 5 日
条に対応する裏書が、左図とな
る（13 日～ 11 日条紙背）。
3 行の間空きを有する具注暦で
も一日の記事がそのスペースに
収まらず、紙背に書き継ぐ。こ
の周辺は裏書が紙背を埋め尽く
す勢いであり、必ずしも暦面の
該当記事の真裏には位置してい
ない。3 日条や 5 日条では裏書
が 3 ヵ条に及ぶが、やや後に追
記されたものと推測される 3 日
条の 3 条目には、本来あるべき
位置を指示した符号が付されて
いる。

久寿 2 年（1155）までの県召除目記事の抜粋
『台記抄』巻頭（保延 4 年〔1138〕正月記）

【A4 判横本】第 65 冊 水左記〈第 5回配本〉高精細カラー版 印刷見本 用紙・サイズ・色等、製品版と同様です
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第
八
輯　

平
安
古
記
録　
全
十
一
冊

定
期
予
約
募
集
！
（
分
売
可
）

●
Ａ
４
判
・
上
製
ク
ロ
ス
装
・
貼
函
入
・
平
均
二
五
〇
頁
予
定

●
平
均
本
体
予
価
三
二
、五
四
五
円
＋
税
、
揃
本
体
予
価
三
五
八
、〇
〇
〇
円
＋
税

＊
第
八
輯
全
十
一
冊
セ
ッ
ト
で
ご
予
約
い
た
だ
き
ま
す
と
、
配
本
ご
と
に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

【
配
本
予
定
】
＊
2
回
配
本
以
後
3
ヶ
月
毎
配
本
／
冊
順
と
配
本
順
は
異
な
り
ま
す

第
1
回
配
本
〔
二
〇
一
六
年
六
月
〕IS

B
N

978-4-8406-2356-8

第
56
冊　

小
し
ょ
う

右ゆ
う

記き

一�

本
体
三
二
、〇
〇
〇
円

　
【
所
収
】
寛
和
元
年
・
正
暦
元
年
・
長
徳
元
年
・
長
保
元
年
・
寛
弘
二
年

第
2
回
配
本
〔
二
〇
一
六
年
八
月
〕IS

B
N

978-4-8406-2357-5

第
57
冊　

小
右
記
二�
本
体
三
二
、〇
〇
〇
円

　
【
所
収
】
寛
弘
八
年
・
長
和
元
年
・
同
二
年

第
3
回
配
本
〔
二
〇
一
六
年
十
一
月
〕IS

B
N

978-4-8406-2358-2

第
58
冊　

小
右
記
三�

本
体
三
二
、〇
〇
〇
円

　
【
所
収
】
長
和
二
年
・
同
三
年

第
5
回
配
本
〔
二
〇
一
七
年
二
月
〕IS

B
N

978-4-8406-2359-9

第
59
冊　

小
右
記
四�

本
体
三
二
、〇
〇
〇
円

　
【
所
収
】
長
和
三
年
・
同
四
年

第
7
回
配
本
〔
二
〇
一
七
年
十
一
月
〕IS

B
N

978-4-8406-2360-5

第
60
冊　

小
右
記
五�

本
体
予
価
三
三
、〇
〇
〇
円

　
【
所
収
】
長
和
五
年
・
寛
仁
元
年

第
8
回
配
本
〔
二
〇
一
七
年
十
一
月
〕IS

B
N

978-4-8406-2361-2

第
61
冊　

小
右
記
六�

本
体
予
価
三
三
、〇
〇
〇
円

　
【
所
収
】
寛
仁
元
年
・
同
二
年

第
9
回
配
本
〔
二
〇
一
八
年
五
月
〕IS

B
N

978-4-8406-2362-9

第
62
冊　

小
右
記
七�

本
体
予
価
三
三
、〇
〇
〇
円

　
【
所
収
】
寛
仁
三
年

第
10
回
配
本
〔
二
〇
一
八
年
八
月
〕IS

B
N

978-4-8406-2363-6

第
63
冊　

小
右
記
八�

本
体
予
価
三
三
、〇
〇
〇
円

　
【
所
収
】
寛
仁
四
年
・
治
安
元
年
・
万
寿
元
年
・
同
四
年

第
11
回
配
本
〔
二
〇
一
八
年
十
一
月
〕IS

B
N

978-4-8406-2364-3

第
64
冊　

小
右
記
九�

本
体
予
価
三
三
、〇
〇
〇
円

　
【
所
収
】
万
寿
四
年
・
長
元
元
年
・
附
属
資
料

第
5
回
配
本
〔
二
〇
一
七
年
五
月
〕IS

B
N

978-4-8406-2365-0

第
65
冊　

水す
い

左さ

記き�

本
体
三
二
、〇
〇
〇
円

第
6
回
配
本
〔
二
〇
一
八
年
八
月
〕IS

B
N

978-4-8406-2366-7

第
66
冊　

台た
い　
　

記き

〔
宇う

槐か
い

記き
し

抄ょ
う

・
宇う

槐か
い

雑ざ
っ

抄し
ょ
う・

台た
い
き
し
ょ
う

記
抄
〕

�

本
体
三
三
、〇
〇
〇
円
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セット品切れ
①～⑥　西宮記
　〔平安末鎌倉初写（重文）・大永五年写〕　
❼⑧⑨　北山抄
　〔平安末鎌倉初写（国宝）・永正年中写〕
⑩～⑫　江次第〔明応七年写・室町期写〕

定価（本体 125,000 円＋税）
⑬　秘府略〔平安中期写 巻八六八（国宝）
　　　　　・附巻八六四〕
⑭～⑯　二中歴〔鎌倉末期写（重文）〕
　　　　掌中歴〔室町末期写　残欠〕
⑰　拾芥抄〔天正十六・十七年写〕

セット品切れ
�⑲　色葉字類抄〔鎌倉初写三巻本
　　　　　　（重文）・永禄八年写二巻本〕
⑳　節用集〔室町期写　黒本本〕
�～�　字鏡集〔応永二十三年・
　　　　　　　  二十四年写　二十巻本〕
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　　童蒙頌韻〔弘治二年写〕

定価（本体 260,000 円＋税）
�　日本書紀〔平安後期写（国宝）〕
�～�　釈日本紀
　　　　　　〔正安三年・四年写（重文）〕
�　古事記〔室町末期写〕
�　古語拾遺〔鎌倉末南北朝初写（重文）〕
�～�　類聚国史〔平安末写古本（国宝）
　　　　　　附模写本・明応本・大永本〕

定価（本体 234,000 円＋税）
�　内裏式
�　本朝月令要文・小野宮故実旧例・年中行事秘抄
�　雲図鈔　�　無題号記録（『院御書』）・春玉秘抄
�　春除目抄・京官除目次第・県召除目記
�　禁秘御抄　　�　局中宝
�　夕拝備急至要抄・参議要抄
�　羽林要秘抄・上卿簡要抄
�　消息礼事及書礼事・大臣二人為尊者儀・
　　　　　　　　　　　大要抄・大内抄・暇服事

定価（本体 138,000 円＋税）
�　日本霊異記 〔仁和寺心蓮院本	嘉禎二年写（重文）〕
�　三宝絵〔真字本　正徳五年写（醍醐寺蔵本の写し）〕
　　日本往生極楽記〔鎌倉前期写（重文）〕
�　新猿楽記〔弘安本・古鈔本・康永本（重文）〕
�　三宝感応要略録〔高山寺本　寿永三年写（重文）〕
�　江談抄〔寛元三年写（重文）〕
�　中外抄〔下巻「久安四年記」建暦二年写（重文）〕

定価（本体 149,000 円＋税）
�　交替式〔室町後期写〕
　　法曹類林〔嘉元二年写（重文）〕
�　政事要略〔鎌倉初期写（重文）〕
�～�　類聚三代格〔享禄本　二十一巻〕

【ご購入の案内】　第８輯全 11冊　ISBN978-4-8406-2298-1（セット）
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第 4 輯 古代史籍 全 9 冊 第 3 輯 古辞書 全 8 冊 第 1 輯 儀式書 全 12 冊第 2 輯 類   書 全 5 冊

第 5 輯 古代法制史料 全 5 冊第 6 輯 古代説話 全 6 冊第 7 輯 平安鎌倉儀式書 全 6 冊
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